






































































るべく良好に保つための原則である Leech（1983）の Politeness principle を援
用し、山岡ほか（2010）の発話機能の範疇を用いて、どういった見せかけの発話
機能を用いているのか、また、どれだけ Leech の Politeness principle 反してい
るかという観点から用例を分析をしていきたい。文字数の制限があるため、今回
は、山岡ほか（2010）の発話機能と Brown & Levinson（1987）の詳述は紙面の
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(Endnotes)
1　 出典の記載のないものはすべて Twitter の用例である。
2　 「自己」というのは参与者 B だけでなく、参与者 B に関係のあることやもの、人も
含める。
3　 Brown & Levinson (1987) が提唱した、人間なら誰しもが持っている面子つまりフェ
イスを脅かす行為（Face threatening act：FTA）のこと。フェイスには「他者に
理解されたい、認められたい、好かれたい、賞賛されたい」というプラス方向の欲
求である「ポジティブフェイス」と「他者に邪魔されたくない、踏み込まれたくない」
というマイナス方向の欲求である「ネガティブフェイス」という 2 つの側面がある
とした。FTA にならないように配慮した言語行動を「ポライトネス」と呼んでいる。
（いちかわ・まみ，創価大学日本語・日本文化教育センター助教）
